
会員各位

東葛北部選挙区（定数５名） 立候補者２名

東葛南部選挙区（定数１０名） 立候補者１０名

選挙管理規程第１２条により立候補者の意見表明を選挙区別・氏名昇順で以下に原文掲示します。

平成24年　千葉県作業療法士会代議員選挙公報
【一般社団法人　千葉県作業療法士会　選挙管理委員会】

千葉県作業療法士会選挙管理規程第１０条に基づき、代議員選挙立候補届出を以下の通り受理しました。
立候補者数が代議員の定数を満たさなかったため、選挙管理規程第１５条により、全員が無投票当選となります。

桑田良子 田中敦史

なお、立候補者数が代議員の定数の５分の４（２６名）を満たさなかったため、選挙管理規程第１９条に基づき補欠選挙を行います。
補欠選挙の公示は、２月１５日に県士会ホームページにて行います。

　　この度、代議員選挙へ立候補させて頂きます金子敦史で
す。昨年も様々な千葉県作業療法士会の仕事を行わせてい
ただき、これからも代議員として微力なれど引き続き力になり
たいという思いになり立候補させていただきました。皆様よろし
くお願いいたします。

この度、代議員選挙に立候補いたしました、古城哲也と申しま
す。講習会、学会等で千葉県作業療法士会にはお世話になっ
ており、何か県士会のお役に立てればと思い立候補いたしま
した。まだまだ臨床経験は不足していますが頑張りますのでよ
ろしくお願いします。

　私は、この間４年間、監事として千葉県作業療法士会の活
動に参加する機会をいただき、役員をはじめ県士会員の皆さ
んの作業療法へのアツイ想いを感じて参りました。現在も、
「作業療法士のための活動は、作業療法士自らやらなければ
誰かがやってくれるわけではない。千葉県作業療法士会の活
動＝自分自身の作業療法を考えること（よくすること）」と思い
続けております。今後も引き続き皆様と協力しながら、微力で
はございますがひとつひとつ心を込めて県士会活動に取り組
んでいきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願い申し
上げます。

　このたび、一般社団法人　千葉県作業療法士会　代議員選
挙に立候補いたしました。これまで、広報部として県士会
ニュースを中心に活動させていただいております。会員数も１
０００名近くになり、会員への広報と共に、県民へも作業療法・
作業療法士を認知してもらう事も必要と考えております。まず
は、会員の意見を吸い上げ、理事会などへ伝達できるようパ
イプ役としてお手伝い出来ればと考えております。
よろしくお願いします。

このたび千葉県作業療法士会代議員選挙に立候補することと
なりました。千葉県作業療法士会会員のみへの活動だけでな
く、一般の方々にも作業療法の意義や重要性を知っていただ
けるように活動していきたいと考えています。どうぞよろしくお
願いします。

　私は平成20年度から、千葉県作業療法士会の監事として
「予算が適正に活用されているか」や「活動内容の審査・助
言」などを行ってきました。この度、代議員に立候補させてい
ただき、これからも県士会に貢献したいと考えております。県
士会の活動には監事以外に、ゆめ半島千葉大会のコンディ
ショニングルームの実行委員長や、2014年に開催される
WFOT代表者会議の特設委員を行っております。県士会員一
人ひとりの意見を大事にしながら、活発な県士会活動になる
ように全力で努力してまいります。宜しくお願い申し上げます。

　千葉県作業療法士会の会員が1,000名を超えようとしている
現在、会員同士のつながり、相互研鑽、そして地域社会への
貢献の必要性はますます高まってきていると思います。私は
今後の県士会はブロック活動の強化により、会員の身近な地
域で県士会活動が展開できるよう、また積極的に行政施策へ
の参加を進め、専門職団体ならではの貢献をすべきと考えて
おります。そのためにも、会員への情報提供や意見の集約に
努めていきます。どうぞよろしくお願いいたします。

橋谷充助

代議員に立候補しました、茂木優希です。
　千葉県に在籍する作業療法士の数も増え、会の規模も大き
くなってきています。また、千葉県における作業療法士会の役
割も年々増えていると感じています。そのような役割や私たち
作業療法士が働きやすい地域にしていけるよう、県士会のお
手伝いをしていきたいと思っていますのでよろしくお願いいた
します。

福田均 茂木優希

中核地域生活支援センターほっとねっと 株式会社エルケア

安達泰裕 池澤直行 金子敦史

　この度、代議員選挙へ立候補させて頂きます田中敦史と申
します。現在、私は10年目のOTであり、医療や福祉の現場に
関わりつつ、企画推進部にて社会保障制度改革の対応や地
域マネジメントの取り組みを試行錯誤しながら行なっておりま
す。現場や地域の「強み」を活かし「弱み」をサポートしあう。そ
して、社会保障制度や地域環境を含めた「機会」を見つけ活
用し、不安材料となる「脅威」をできる限り取り除く。というよう
なことを考えながら日々取り組んでおります。
　このような活動の中で、私たち作業療法士の専門性を多くの
現場へ運び、千葉県作業療法士会の発展に貢献できることを
望んでおります。宜しくお願い致します。

　平成15年に作業療法士となり、精神科病院に６年勤務しまし
た。その後、千葉県の委託事業である中核地域生活支援セン
ターでコーディネーターと、障害者グループホーム等支援ワー
カーを兼務しておりましたが、現在は障害者グループホーム
等支援ワーカーの専任として勤務しております。
　千葉県作業療法士会の諸先輩には多くのアドバイスを頂
き、様々な場面で支えていただきました。こういった恵まれた
環境を今後もより発展していきたいと感じました。仕事柄、千
葉県全体を広域的に動いており、また地域で３障害の方々を
支援させていただいているため、客観的に千葉県の作業療法
を捉え、尐しでも千葉県作業療法士会のお力になれればと思
い、立候補いたしました。よろしくお願いいたします。

下総病院 市川市障害者地域生活支援センター 介護老人保健施設やすらぎ

古城哲也 坂田祥子
船橋整形外科病院 東京湾岸リハビリテーション病院

佐々木和伸
総武病院

八千代リハビリテーション学院 総武病院 吉野内科・神経内科医院

　現在千葉県作業療法士会会長を三期務めさせて戴いてい
ます。この6年間、県士会の法人化・代議員制の導入・ブロック
化等の組織作り、他団体・行政との情報交換、連携強化に努
めてまいりました。やっとそれらが組織として動き始めた感を
持っています。
　今後は認知症を始め千葉県が今後推進する事業に作業療
法士が登用されるよう尽力すると共に、県内作業療法士の凝
集性を高め、会員相互が交流し自己研鑽を高め、会員にわか
りやすい県士会作りを目指してもう一期頑張りたいと思ってい
ます。
　また2014年に千葉県で開催する世界作業療法連盟代表者
会議の実行委員長としての責務もあり、千葉県作業療法士会
の為微力ながら力を尽くしたいと思っておりますのでよろしくお
願いいたします。

横山誠治
ハートケア市川

　私は介護老人保健施設ハートケア市川の作業療法士、横山
誠治と申します。老健で働き始めてもう7年、千葉県作業療法
士会で理事として着任してもう半年になりました。月日が経つ
のは早いものですが、まだまだ地域のリハビリには問題が山
ほどあります。
　今年度は医療・介護の同時改定があり、ご利用者様の在宅
復帰や在宅支援など地域のリハビリはますます重要視されて
いくと思われます。その中で私はご利用者様とそのご家族様
のニーズを大切にしながら、さまざまな職種と関わりつつ、地
域のリハビリをもっと盛り上げていきたいと思っています。また
千葉県作業療法士会を通じて、現場の声を活かした情報交換
や相談のできる関係づくりを図り、（無理のない範囲での）より
楽しくワクワクするようなことを行っていきたいと思っていま
す。大変とは思いますが、できる範囲での皆様のご協力よろし
くお願いします。



東総選挙区（定数５名） 立候補者４名

千葉中央選挙区（定数７名） 立候補者５名

南総選挙区（定数５名） 立候補者４名

障害者支援施設聖マーガレットホーム

　障害者支援施設聖マーガレットホームの永野亮太と申しま
す。
千葉県に代議員制度が導入され、代議員として活動させてい
ただきました。昨年は成田イオンでの広報活動や地域づくりを
中心に作業療法の広報活動を進めてきましたが今年度も同
様に作業療法を広く知っていただく機会を作っていきたいと考
えています。
まだまだ力不足ではありますが千葉県の作業療法を盛り上げ
ていきたいと思います。よろしくお願いします。

　千葉県作業療法士会の理事を務めさせていただき、一期目
では教育部における現職者選択研修の推進と症例報告の活
性化に。二期目では福利厚生部にて新人歓迎会、及び倫理
問題対策の整備に。そして三期目ではブロック活動委員長と
して県士会のブロック化、及びブロックの活性化に努めてまい
りました。次年度以降は、さらにブロックの基盤を強化出来れ
ばと考えております。
　まだまだ若輩の身ではありますが、尐しでも会員のために貢
献出来ればと思います。

千葉県作業療法士会の会員数が100名を越えた頃から県士
会活動に関わってきました。
現在では会員数はその頃の約10倍になり、法人となって社会
的にも認められた団体になりました。会員の皆様をはじめ、関
係機関・団体からの期待も大きくなってきていると感じていま
す。また、職場では小児期に発症・受傷した障害児者の方た
ちに関わっていますが、ライフステージに応じた継続的な支援
が必要であり、施設間・多機関での連携が重要であると痛感
しています。作業療法士の集団としての役割を考え、貢献でき
るよう努力したいと思います。よろしくお願いいたします。

　私はこれまでホームページ委員会，千葉中央ブロック，学術
誌編集委員会，教育部の委員として千葉県作業療法士会の
活動に参加する機会をいただきました．この機会を通じ，会員
同士あるいは会員と役員との連携が課題と実感しています．
県内各域でご活躍されている皆様の意見が活かされ, 納得が
得られる県士会活動となるよう発言や活動への参加を心がけ
てまいります．代議員として県士会に貢献できるよう努力する
所存ですので，皆様よろしくお願いいたします．

　このたび代議員に立候補いたしました田山智子です。千葉
県士会の学術活動を通して会員のつながりや作業療法士の
社会的認知度の向上に努めていきたいと考えております。よ
ろしくご支持のほどお願いいたします。

　平成14年より財務部を担当しております。財務部は、一般社
団法人千葉県作業療法士会の活動の要となる重要な役割の
ため、担当させていただいた期間を考えると、もっとふさわしい
方がいらっしゃるのではと感じているものの、重要な役割であ
るがゆえに、継続して携わる義務もあると考えました。会員の
皆様のご協力のもと、千葉県作業療法士会の活動のお手伝
いができればと思っております。よろしくお願い致します。

　帝京大学ちば総合医療センターに勤務して10年が経ち、急
性期医療を中心に作業療法を展開してきました。千葉県作業
療法士会の活動としては南総ブロック委員を経験させてもらっ
ております。
　今後は千葉県作業療法士会の活動に尽力していきたいと思
います。

　帝京大学ちば総合医療センターに勤務して15年が経ち、急
性期医療を中心に老年期・地域の作業療法を展開してきまし
た。
　千葉県作業療法士会の活動としては保険部を任されてお
り、広報活動や会員の皆様からの質問にお答えする業務を実
施しております。
　今後も千葉県作業療法士会の活動に尽力していきたいと思
います。

　現在、県士会活動において教育部を担当しております。今後
も会員皆様の研鑚活動に尐しでもご協力できれば光栄です。

池滝雅之 菅谷美智子 多田賢五
北総栄病院 国保旭中央病院 国保小見川総合病院

伊藤孝子 佐藤大介 高波博子

　昨年度に引き続き立候補させていただきます。微力では御
座いますが、千葉県における作業療法士会発展の一助とな
れる様頑張りますので、どうぞ宜しくお願いいたします。

　私は東総ブロック長として、ブロック会員の交流の場(懇親会
や、今回初めての運動会など)でいただいた会員の意見を、活
動内容に反映させてきました。地域の施設見学会では施設の
役割や内容を知る機会を得たり、また今年度からの試みとし
ては学術部の活動をブロックの中に位置づけていく一歩として
講習会や症例検討会を予定しました。しかし、東総ブロック地
域の広さから皆様の意見を十分活かしきれておらず、今後の
課題として会員が集まる上での魅力や広報を充実させる必要
があると感じております。そのためにもブロックでの役員を
担っていただける方と検討するとともに、東総ブロックの代議
員同士の意見交換や協力をお願いしたいと考えております。
　また県士会活動や役割を皆様にわかりやすく説明し理解を
お願いするとともに、専門職として一人ひとりが研修を積んで
いくシステムや外に向けた活動(たとえば地域における他職種
との連携や広報キャンペーン活動、ボランティア、勉強会など)
をしやすくするために、更なる会員同士の連携を深めていきた
いです。今後も皆さまのご支援をお願いするとともに進めてい
きたいと考えております。

　このたび東総ブロックの代議員に立候補させて頂いた多田
賢五です。
　去年は千葉県作業療法学会でのワークショップ、東総地区
での運動会など協力頂きまして誠にありがとうございました。
自分にできる事は、若手を中心とした会員一人一人の声に耳
を傾ける事と、良い意見を取り入れて新しい試みを提案する
事だと思います。まだまだ未熟な所が多いですが、先輩や仲
間の力を借りて精一杯頑張って行こうと思いますのでよろしく
お願い致します。

永野亮太

千葉リハビリテーションセンター 千葉県立保健医療大学健康科学部 千葉リハビリテーションセンター

田山智子 滑川佳奈恵
千葉県山武健康福祉センター 千葉県中央障害者相談センター

　私は教育部の活動を通して県士会活動に携わってきまし
た。先日、協会の生涯教育制度に関する勉強会に参加し、改
めて生涯教育制度の理念と目的を確認する機会を得ました。
生涯教育制度の目的は「知識、技術、技能を向上させ、より良
い作業療法を社会に提供するとともに、人格の陶冶を目指す
こと」です。私たちの作業療法を提供する方々のために自分を
磨くことが大事ですね。教育部の生涯教育だけでは全てを補
えませんので、県士会でのいろいろな活動が必要です。会員
皆さんの作業療法を支える一助になれるように、多くの会員の
方と協力しながら今後も県士会活動に参加して行きたいと考
えています。

鎗田英樹
帝京平成大学地域医療学部

須藤和晃 多田智 福山英明
帝京大学ちば総合医療センター 帝京大学ちば総合医療センター 帝京平成大学地域医療学部


